








要約:健全母性育成事業は、発足以来約 5 年を経過し、実施主体も国よりの援助を受けて

いる 13 都道府県と独自に行っている 4 県を合わせ、17 都道府県に及んでいる。運営につ

いてはほぼ軌道に乗ったと言えるが、他方、教育機関における保健活動や性教育などとの

連携、その他の関連地域資源との協力体制等、効果的に機能しているとは言えない。いく

つかの例を通して問題点と今後のあるべき姿を探った。


